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図書館システムによる 
サービス向上の取り組みについて 

農林水産研究情報総合センターの
導入事例より 
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農林水産研究情報総合センター 
概要 

• 茨城県つくば市に所在 

• 1978年10月発足 

• 1984年4月より国立国会図書館支部農林水
産省図書館の分館 

• 農林水産省研究ネットワークを活用し 
全国へサービスを行う 

タイトル数 冊数 増加数(概数,年) 

図書 169,245 176,976 4,000 

雑誌 22,349 151,299 3,500 
（平成24年度末） 
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主なサービス 

AGROPEDIAによる農学関係研究情報の提供 

•農林水産関係試験研究機関総合目録 
• JASI（日本農学文献記事索引） 
•AGROLib（農林水産文献ライブラリ） 
•研究成果情報 
•研究課題・業績データベース 
•写真でたどる農機具の発達史 
その他 
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研究の実施から成果までを 
データベースで提供 

研究計画
の立案 

研究の実施 

成果を広報 
論文・特許
による普及 

成果と評価 

http://agriknowledge.affrc.go.jp/  



林賢紀. 図書館システムによるサービス向上の取り組みについて 
富士通大学図書館ソリューションセミナー. 2013年8月2日（金） 13:40-14:20 

「農林水産研究」を様々な側面から 

ナシの病気 

機能性食品 

大根の 
生育障害 

鳥害の防止 

鮮度保持 

ハウスでの
水耕栽培 
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こんな質問にも回答 

「なめくじ」はどこで買えますか？ 

二十世紀ナシ、または日本ナシの皮と種の成分を知りたい 

国産ニンニクで切っても変色しない品種がある。なぜ？ 

タニシは養殖できる？ 

図書館雑誌2013年6月号 
「レファレンス三題噺」に掲載されました！ 
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なぜ 
農林水産関係試験研究機関 

「総合」目録 
を提供しているのか 
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   図書館の広さと、本の量、これが図書館を
形成するものでは決してないことを私たちは
取り上げたのであった。カードの整備とリスト
の完全なものさえあれば「どこかの本」を「誰
かの机」の上に伝達することはできるのであ
る。 
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中井正一. 支部図書館三周年に寄せて. びぶろす. 1951, 2巻11号
http://www.aozora.gr.jp/cards/001166/files/49710_36056.html 
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  大切なのは「本を読む」はたらき、機能（ファ
ンクション）さえ果たされればよいのであって、
本と図書室という実体（サブスタンス）そのも
のは必ずしも、その当体がもっていなくてもよ
いのである。 
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この議論を最初に取りあげられたのは近藤
康男氏を首班とした農林省の図書機関で
あった。八つの研究所と、渉外課、調査局と
を打って一丸とする組織の事務局として、図
書課なるものが出現したのであった。 
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全国の農林水産省試験研究機関
図書室の書誌所在情報を 
一元管理することにより 

あたかも一つの図書館のように 
利用者サービスを行う 
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掲げた目標 

1. 品質の高い書誌所在情報データベースの構築 
2. 所在情報の共有による所蔵図書資料等の全機関での相

互利用拡大 
3. 所在調査から各種依頼までをオンライン化することによ

る情報収集の迅速化、効率化 
4. 高機能な図書資料管理システムの全機関統一整備によ

る業務の機械化、効率化の推進 
5. 情報資料課等における図書資料サービス機能の拡大 
6. 書誌所在情報データベース等の24時間利用及び外部へ

の公開 
7. 大学及び他省庁等、外部機関との情報交流拡大 
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「図書資料管理システムを中心とするネットワーク化について」 
（平成7年1月13日平成6年度第2回研究技術情報運営委員会） 
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最初の成果 

書誌所在情報データベースの構築 

• 寄贈資料と灰色文献を中心とした構成 

• 52拠点で図書130万件、雑誌5.7万タイトルを蓄積 

所蔵図書資料等の全機関での相互利用拡大 

• 全国の研究拠点間では複写も貸借も無償 

• 複写依頼8千件、貸借依頼1.7千件（23年度） 

オンラインによる情報収集の迅速化、効率化 

• 筑波内機関相互なら当日配送 
 
 

13 
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こんな資料があります 
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菓子新報 : confectioners & bakers journal. -- 東京 : 菓子新報社. -- 記述は251號 (大13.6)による. -- 
(AA12280657)  
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誰も知らない 
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資料を使ってもらうためには 
どうすればいい？ 

16 
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攻勢の情報提供 

OPACなしでも所在を伝える 

どこでも調べられる 

OAI-PMHでメタ
データを提供 

OpenSearch 
対応 

情報を 
届ける 

RSSで新着 
情報配信 

17 
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2004～2012年の取り組み 

18 
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RSSでの新着受入情報配信 

新システムでRSS表示の仕様変更 
Google経由のアクセス激減 

Googleからのアクセス増 
資料入手の問い合わせ増 

研究者より「ロボット」のアクセスが多い 
書誌データをGoogleが拾っていた 

拠点ごとの新着図書・雑誌のタイトルなどを毎日配信 
研究者の利用 Webページへの埋め込み 
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参照元の比較 
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Google経由 
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旧システム 現システム 
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参照元がgoogleの場合の検索語 
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タイトルと思われる
語を検索しOPACに

アクセス 
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WebページへのRSSの埋め込み 

• 「転用」が容易 

• 例： 
– Webページへの貼付 

– BlogやTwitterへの 
自動投稿 
（試行終了） 
 

旧システムでは 
新着資料案内を 
自動で更新 
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OpenSearch対応 

• Z39.50やSRU/SRWと比較して実装が容易 

外部からの横断検索対応 

• FirefoxなどWebブラウザからの直接検索 
• 国立国会図書館サーチ対応 

大きく2つの利用 

23 
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OpenSearch利用の状況 
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国立国会図書館サーチの 
横断検索対象が選択式になった
ことによる減 
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OAI-PMHの実装と試験 
• 書誌データを外部に出し、外部でサービス提供 
• eXtensible Catalogで試験 

25 
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現システムの構築 
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システムの試行と運用まで 

職員に 
よる試行 

評価 
システム
への反映 
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システム更新のスケジュール 

運用 
開始 

中間 
評価 

設計 
 

仕様
策定 

運用 
開始 

初年 2年 3年 4年 
(2012年) 

（３月） 利用者 
アンケート 

実施 
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現システムの設計思想 
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業務システムとOPACを分離 

目録管理、受入
業務、ILL受付な
どは従来通りの
システムで運用 

利用者インター
フェースはディス
カバリサービス
でもAPIでも提供 

「特定の資料の
有無」を確実に
調査する従来型
OPACも必要 
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新たな取り組み 

「OPACにこだわらない」検索サービスへ向けて 

• 国立国会図書館サーチへの書誌データ提供 
（調整中） 

災害時でもサービスを継続 

• バックアップ用のデータセンター（沖縄）で目録検索の提供 
• eXtensible Catalogを採用、日々書誌データと所蔵データを同期 

ディスカバリサービスの導入 

• データやサービスの垣根を越えた一元的な検索サービスの提供 
• Primoを採用 

30 



林賢紀. 図書館システムによるサービス向上の取り組みについて 
富士通大学図書館ソリューションセミナー. 2013年8月2日（金） 13:40-14:20 

ディスカバリサービスでの検索 
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所蔵資料と論文の統合検索 

異版を統合して表示 



林賢紀. 図書館システムによるサービス向上の取り組みについて 
富士通大学図書館ソリューションセミナー. 2013年8月2日（金） 13:40-14:20 

所蔵一覧表示 

32 

OAI-PMHで書誌と所蔵情報を
取得 
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システム構成イメージ 
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利用環境 
検索・データ
提供機能 

管理機能 

図書資料管理
システム 

OPAC WebOPAC 

API 

ディスカバリ 
サービス 

バックアップ検索
サーバ 

国立国会図書館
サーチ 
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今後の計画 

書誌データの質的向上 

• 重複書誌の除去 
• 件名等の付与 

引き継げなかった機能の再検討 

• Googleからの書誌データ収集への対応 
• 文献管理ツールとの連携 
（ファイル一括アップロードによる複写依頼など） 

OPAC不具合の修正対応 
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